
変転する世界における口~タ リー
わ れ わ れ は 課 題 に 応 え る で あ ろ う か

Ro,。 ry in a changing Wor:d. Wi‖  we meet

私の学校の先生であったある辛捧強い女性 との

や りとりは私の少年時代の忘れ得ぬ出来事 となっ

ている。その日彼女は放課後私に居残 りを命じ私

の母と相談していた。級友達は私が独 り心配そう

に坐って私の運命を待っているのに外でたのしげ

に遊んでいた。 とうとう私は呼ばれて,私の「態

度」に何か悪いところがあると聞かされた.私の

朗読については文句はなかったらしいのであった

が,所謂態度なるものが級の他の者に悪い影響を

与えているというのであった その上,私が試験

をどんなによく出来ても私の態度が変らぬ限 り_ヒ

級に行 くことは出来ぬという最後通告をされてし

まったのである。その後私が_L級にイfく ことが出

来たのを見ると私の態度も変ったのに相 違 い な

い.それ以来私はずっと態度というものの重要さ

を痛感 してきた。

急速に変化しつつある時代の速度は吾々に態度

の再検討を命じている。すなわちクラブにおける,

地域社会における,そ して‖ヒ界におけるロータリ

ーを新らしく見つめることを,然 してまた新たな

諸問題をりl解するよう努力しそれ等を急速に解決

するように努力することを命じているのである.

普々は変転する世界のいどみに応えるよう要求さ

れているのである.こ の変FIAす る世界においては

吾々の態度が最も重要なことなのである.

これは技術よりも大切なことなのだ.今 日の技

術は今より10年後には殆んど無用のものとなって

しまうかもしれない。今日最も能率的とされてい

る技術のうちのあるもので10年前は殆んど無価値

のものであったものもある 第 2次 1比界人戦の終

りにおける恐るべき武器は今やすでに時代遅れな

ものとな り,そ して不幸にももっと恐しい武器に

とって代わられている 然し吾々の態度というも
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のは永久に効力のあるものなのであるということ

を毎 日想起 している その態度を再検討し, その

目的における信念を新たにし,ま た適切な行動を

とることによって、すべてのロータ リアンは将来

を造るのに助力することが出来るのである

吾々の目的を達成するためには,奉イ1:に おける

何等かの新しい、きわだった概念を必要 とするか

も知れない それはロータリーの理想が,現在,

り1白 に必要とされてお り, そしてその達成の有望

な機会があるところのlf業,地域社会,及びLtl際

関係の未知の諸領域に2D‐ ける各人の:試錬を要求す

るものであるかも知lれ ない

ロータリーの会員であるということは大きな特

権であるということを想起 しようではないか.然
しこれはそれ以上の何物かであるべきである.吾
々の手には世襲財産が残されている。 II々 は代々

のロータリアンが普遍的に受け入れられる原11の

上に築いた壮大なli「 ド1の 相続者である この1比 襲

財産を後に続 くものの為に強化することが吾々の

課題である.こ のことは確にクラブにおける会員

たるの最少限の義務を単に守っていくということ

以上の何物かを要するものである すべてのロー

タリアンが奉仕の |‐字111と して,各 々がri己 のク

ラブを強力にし効果的ならしめるのに, より深 く

献身することが必要となってくるのである。この

|^字軍において
「

々のすべては来るべき年度にお

けるそれぞれのllal人的に1標を立てようで は な い

か.吾 々のクラフの効果を大ならしめ,そ してそ

れによってこの世襲員オ雌を強化するために, より

多くの人々を仲障1に 入れるという個人的義務を感

じなければならない 現代における新しい技術,

新しい手法,新 しい産業は, その応用し得る職業

分類について/1Ntti的 にわiし い見透を提起 してい
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る そオ1等の職業分類をれ傷充するため新会員を動

員することは, 一委員会又はクラブ役員にのみゆ

だねておくべきことでl‐lな い。 これは吾々各自が

この年度のlll人的目標の中に含んでおかねばなら

ない責任の一であり,一一 吾々の|lt襲 )日 産を強化

するJlに最もl■ 要な要素なのである

すべてのロータリアンが今年度のllll人的 |¬ 標の

一部分としてロータリーの細1領 をそれぞれの事業

生活の中において分け合うという望みをかがける

ようにltll待 出来ないであろうか。吾々が働 く場所

の人「|を 入るとき, この望みを後に残してしまう

とすれば,職業本付:に おける吾々の高い目的は、

単なるお題目となってしまうであろう.f卜 J子 の中

においてロータ リーの綱領を,け 合うということ

は,今 11の特別の課題である J支術と科学は、 日

常のfl:Jfを 次第に非人FЧ的なものにしてしまって

いる 使lll人 ,雇主,顧客,依頼人,そ して競争

業者との人間対人間としての接触の機会はずっと

減少 して来ている。然しながらロータリーの理想

の必要ヤ|:が , この変化しつつある11常の状況にお

いて消失してしまったということを示唆するもの

は何もない.反対に,圧迫 と緊張のこの時代にお

いて,他人の見解を理解する必要性がかってより

重要になっているのである

私は、また, メ手々 の職業を通じて青少年に奉仕

する偉大な機会を探究することを,貴方がたにお

ねがいする.若い人達に職業情報を分 け 合 う と

き、り|:常 に大きな貞献以 11の ものをなし得るので

ある そしてまた,彼等とともにロータリーの綱

領を分ち合うことが出来, そうすることにおいて

将来を造るのに真に助力することが出来るのであ

る このように,若い人々のために職業 とそして

職業の機会を説り|し てやることに加えて,彼等の

ローク リーの女-8月 号

ず

ROndoll  印 釉 ―タ リー会長 C.A.ラ ン ダ ル

イ」:事 を通 して本イ11の機会についての視llf・ を句1え る

ことが出来るのである 職業とは

`L会

に本il:す る

機会であるという概念を若人達に気付かせること

によって,実際にロータリーの根を深めることが

出来るのである

吾々の態度をlll検 討するに際 して, この人工衛

星時代において地域社会の必要としているものを

決定するように努力しようではないか 今llの 地

域ネL会 は複雑である 今日地域社会lyl成 ιミをとり

かこむ問題は以前の時代が|に 画していたものとは

遥るかに異なっている。これ等はlt界 を分割 し,

そしてその不穏な影響を吾々の‖「に,「11に ,そ し

て村におしつけて来ているところの思想的7:闘

政治的,経済的,人liO的要素の多様性により生ず

る民族的社会的緊張,科学進歩によってもたらさ

れた恐べるき速さの変化,そ して増大する人口の

絶対的圧力などの結果である このことは, ロー

タリアンとして吾々の1司人的ltlTが 善良な1打 民 と

しての伝統的かつ習慣的活動以「1の 何物かを予抑l

しているのだということを示唆 しているのではな

かろうか。

すでに試験ずみのロータリープログラヱ、から逸

脱することを,私は支持 しない 善なるJlを 継続

的rc支持することによって,われわれの地域社会

を改善する努力には少しの体 |11も あってはならな

い.少イ
「

少女のための夏季キャンプ,孤児院,養

老院,身体1障害者施設,新地域

`|:会

センター,新

図書館,又 は水泳プールのようなことを援助する

努力を瞬時たりといえども緩めてはならない。然

し私は今後13年間に, 吾々が核||キ 代そして宇宙時

ftに入っているだろうということを諸君に注意す

る。今日,新らしい環境に新らしい欲求があり,
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今秋開かれる地区年

次大会に来 朝 す る

R.I。 会長代理 紹 介

国際ロータリー第 1冨J会長小林雅一

君は,第 350区年次大会に会長代理と

して出席されるが,10月 中に行われる

他の4地区年次大会には元R.I副会

長ハルゼーB.ナ ップ氏がラングル会

長代理として来日されることに決定し

ました

ナップ氏は1953～54年度のR.I.第
1副会長であり,ア メリカ,ニ ューョ

ーク州, ファーミングダールの出身,

現在はフィリピン大学農学部教授とし

て, フィリピン, ロスアンゴスに滞在

中であります.

われわれは,来たる年次大会にはこ

の偉大なるロータリアンを衷心から歓

迎するため,今から万全の準備にかか

ろうではありませんか.

そして, このような新らしい地域社会の欲求につ

いて,そ の政治的,社会的,経済的原因を理解す

る仕事に専念 しなければならないということを示

唆するものである.吾 々は大胆に現在に直面 しな

ければならない.

今日の世界事情は吾々のすべての関心事であら

ねばならないということが, ロータリアンの心の

中にあることは疑いもないことである.吾 々の個

人的目標の一部分として,国際理解の造成にIo・ け

る吾々の目的を, 日常生活に一層鋭 く焦点を合さ

ねばならない.不幸にして吾々は冷戦の危機 と国

際緊張の継続を予期し得るのみである.分割され

た世界に統一をもたらすという題課の重大さに驚

かないようにしようではないか。手をこまぬいて

「それはどうにもならない」という結論に逃場を

求めることのないようにしようではないか。平和
への個人的進路を見出そうではないか.

吾々の目的とは,政治家や外交官の分野である

ところの複雑な問題に大胆かつ勇気ある解決策を

捜すことではない.吾々の目的は,簡潔な理念に
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よって団結している国際的組織の構成員として
,

吾々の自由に使用 し得る力を最大限に利用するこ

とにある.

通信手段の驚異的に発達している現代において

は, もし吾々が欲しさえすれば,絶え間なく理解

のメッセージを伝達 しう得る吾々自身の特別の友

情の組織網をもっているのである.108カ 国,9,833

中継所にわたって伸び,そ して461,000名 の聴衆を

もつこの組織網を利用し得るのである.一つの部

屋に生活していても無数の場所で活動出来るので

ある。

25世紀前,偉大な予言者の一人が,世界は病み

そして張詰めていると判じて「貴方の天幕の場所

を拡め,綱を長 くし,杭を強化せよJと いう訓辞

を与えた.個人的生活の線をあらゆる方向にそし

て地球の果てまでも送 り出すことを,吾々はなし

得るのである.個人的目標を定め, そして変転す

る世界の挑みに応えるよう準備する時,至る所の

自由人の心をとらえたこのロータリーの理想は,

吾々の一部分であらねばならないのだという実感

を,いつも心にとめてお くようにしようではない

か.

それは帽子か上衣のようにかぶったりとったり

するような一―外的なものではないのである。そ

れは,常に吾々とともになければならないのであ

る.個人的責任についてのこの観念の影響はロー

タリアンが切望する精神 としてこれを受入れるな

らば,すべての人々の間における理解 という態度

を造 りうるものである。これこそ核時代が産み出

したところ,そ してそれが使われる時,世界は屠

殺場 となり,吾 々の時代における平和と幸福な生

活を不可能 とならしめる大量破壊の力に対する唯

一の解毒剤である.

ロータリーはその運命に向って前進 している。

この運命の中に1牡 方がたと私が呆すべき役割があ

るのである.

私は同僚ロータリアン諸君に対し親睦の綱を伸

ばし,奉仕の杭を強化し,一緒になることが絶対

に必要とされるこの分裂した世界における友情の

組織網を一層広める仕事に,私と一緒に参加され

んことを要望するものである。
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